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2025年の春の花粉⾶散予測が発表されていますね。今年度の⾶散量は四国・近畿で例年の2倍以上の
所もあると⾔われています。花粉問題対策事業者協議会（JAPOC）が花粉対策の啓発を⽬的に1⽉23
⽇を「花粉対策の⽇」と制定しており、スギ花粉の⾶散が多くなる1⽉、2⽉、3⽉の時期に花粉対策を
適切に⾏うよう呼びかけています。花粉対策のポイントは、花粉⾶散⽇にかぎらず早め早めの対策を
⾏うことです。また、いろいろな⼿段を総合的に組み合わせて備えることが⼤切です。

花粉シーズンスタート︕

強い⾵が吹く⽇や、急に暖かくなる⽇には、花粉
の⾶散が極めて多くなり、1平⽅センチメートル
あたり100個以上観測される⽇がありそうです。
花粉情報や気象情報を確認して、万全な対策を⼼
がけましょう。

l 外出から帰ってきたらうがいをしましょう。洗
顔をして花粉を落としたり、髪の⽑にも花粉が
付着するのでしっかりとシャンプーをするのも
効果的です。

l 花粉⾶散シーズンに窓を全開にして換気すると
⼤量の花粉が室内に流⼊します。感染予防のた
めに換気をする機会が多いかと思いますが、窓
を開ける幅を10センチ程度にして、レースの
カーテンをすることで、部屋の中に⼊ってくる
花粉の数を、全開にした時と⽐べておよそ4分
の1に減らすことができるというデータもあり
ます。

l 床やカーテンなどに花粉が多数付着している可
能性がありますので、こまめに掃除をし、カー
テンは定期的に洗濯しましょう。

①花粉情報をしっかり⼊⼿︕

②花粉をしっかり防御︕

③症状に合った治療をしっかり継続︕

屋外ではマスク、メガネ、室内では空気清浄機や
クリーナーが必須アイテムです。

花粉症の症状に合った治療には、薬物療法、アレ
ルギー免疫療法、⼿術療法などがあります。

花粉症の症状を和らげるには、花粉の⾶散1〜2週
間前、もしくは症状が出現してすぐに治療を開始
したほうがよいでしょう。
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